
九州の最近の経済動向
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［鉱工業動向］……………生産は弱含み

２００８年８月の九州の鉱工業生産指数（季節調整済）は前月比３．１％低下して１０８．０と大きく値を下げ、

生産は弱含みで推移しています。

［業種別動向］……………電子・デバイスは上昇、輸送機械など多くの業種は低下

鉱工業生産指数の動き（前月比）を業種別でみると、上昇したのは電子・デバイス、パルプ・紙、鉱

業のみで、輸送機械などそれ以外の業種は低下しました。

経済動向
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福岡県の最近の経済動向
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（出所）九州経済産業局

［福岡県の景気］……………足踏み状態続く

７月の生産活動については堅調な動きを示したものの、大型小売店販売高は微減となり、個人消費

は力強さを欠いた状態が続いています。福岡県の景気は総じて足踏み状態にあると言えます。

［生産活動］……………輸送機械などで上昇し前月比３．７％増

７月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、生産指数は１１１．２と、前月比３．７％増と、２

ヵ月ぶりに上昇しました。主要産業では、電子・

デバイスや電気機械などで低下しましたが、輸送

機械や一般機械で上昇しました。

［大型小売店］……………百貨店は衣料、食料品ともに低調

８月の県内大型小売店販売高は、前年に比べ土

日が１日ずつ多かったものの、オリンピック開催

の影響などから、前年比０．５％減の５５５億円とほぼ

前年並みに留まりました。

業態別にみると、百貨店では衣料品、飲食料品

ともに低調で、販売高は前年比４．７％減となりま

した。また、大型スーパーは飲食料品が伸びて、

同２．７％増となりました。

経済動向
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［住宅建設］…………………前年の反動などで大幅増加

８月の新設住宅着工戸数は、持家で前年比

１８．８％増の９８８戸、貸家で同１１４．９％増の２，２７４戸、

分譲で同１２４．７％増の１，２２７戸となり、全体では同

８４．４％増の４，４９２戸と、前年を大きく上回りまし

た。改正建築基準法の影響で大幅減となった昨年

の反動増が大きな要因となっています。

［公共工事］…………………「市町村」発注工事の増加で前年を上回る

８月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年比０．９％増の６９０件、金額が同２．１％増

の３０５億円と、件数・金額ともに前年を上回りま

した。

発注者別の請負金額をみると、「国」で同１９．７％

減、「独立行政法人等」で同６．３％減、「県」で同

２４．６％減となったものの、シェアの大きい「市町

村」で同１９．５％増と前年を大きく上回り全体を押

し上げたため、全体では前年比増加しました。

［企業倒産］…………………大型倒産の減少で負債総額は前年を下回る

９月の福岡県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数は小口倒産の増加により前年比２３．９％

増の５７件となったものの、負債総額は大型倒産の

減少で同５１．４％減の６７億９，３００万円と、負債総額

で前年を下回りました。

福岡県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

福岡県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

福岡県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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熊本県の最近の経済動向
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熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）

（出所）熊本県
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（出所）九州経済産業局

［熊本県の景気］……………減速感強まる

住宅投資は昨年の反動などで増加したものの、生産面で一般機械や素材関連で弱い動きが続いてい

る他、公共工事や大型小売店販売額も前年割れの状態が続くなど、熊本県の景気は、総じて減速感が

強まっています。

［生産活動］……………輸送機械などが低下し前月比２．１％減

７月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、生産指数は前月比２．１％減少し１０３．３と、２

カ月連続で低下しました。主要産業では、化学や

金属製品などは上昇しましたが、輸送機械や電気

機械などの業種が低下しました。

［大型小売店］……………飲食料品は前年並み、衣料品は落込む

８月の県内大型小売店販売高は、飲食料品は前

年並みだったものの衣料品の売れ行きが鈍く、前

年比２．３％減の１４７億円と前年実績を下回りました。

商品別にみると、飲食料品は前年比０．３％増と

前年を僅かに上回り、衣料品は同５．１％減少しま

した。

経済動向
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［住宅建設］…………………前年の反動などで大幅増加

８月の新設住宅着工戸数は、持家で前年比

１８．３％増の４５３戸、貸家で同５０．７％増の６３６戸、分

譲で同１８１．０％増の１６３戸となり、全体では同

４６．９％増の１，２６８戸と前年を上回りました。改正

建築基準法の影響で大幅減となった昨年の反動増

が大きな要因となっています。

［公共工事］…………………件数、金額ともに前年割れが続く

８月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年比９．７％減の４１７件、金額が同１４．５％減

の１２８億円と、件数・金額ともに前年を下回りま

した。

発注者別の請負金額をみると、「市町村」で同

１０．２％増となりましたが、「国」で同４２．２％減、「独

立行政法人等」で同３２．６％減、「県」で同１６．４％

減となり、全発注者合計では前年比２ケタの減少

となりました。

［企業倒産］…………………大型倒産により負債総額が大幅増加

９月の熊本県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数が前年比４５．５％増の１６件、負債総額

は同約７倍超の８１億８，７００万円と、大型倒産によ

り負債総額は前年を大幅に上回りました。

熊本県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

熊本県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

熊本県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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長崎県の最近の経済動向
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（出所）長崎県
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（出所）九州経済産業局

［長崎県の景気］……………減速傾向続く

生産面では、造船や電子部品などで引き続き高操業を維持しているものの、原材料価格の高騰など

で採算悪化の懸念が広がっています。また、公共工事や大型小売店販売額も、依然として前年割れが

続くなど、長崎県の景気は減速傾向が続いています。

［生産活動］…………………総合指数は前月比０．２％増とほぼ横ばい

７月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、生産指数は１１９．６と前月比０．２％上昇しまし

た。業種別では一般機械、電気機械、輸送機械な

どで上昇しましたが、電子部品・デバイスで低下

しました。

［大型小売店］…………………衣料品の落ち込み響き５．１％減

８月の県内大型小売店販売高は、飲食料品に比

べて衣料品の落ち込みが大きく、前年比５．１％減

の１０４億円と前年実績を下回りました。

業態別にみると、百貨店では衣料品、食料品と

もに２～４％程度の落ち込みでしたが、その他が

振るわず、販売高は前年比５．４％減となりました。

また、大型スーパーは衣料品の落ち込みが大きく、

同５．０％減となっています。

経済動向
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［住宅建設］…………………前年の反動などで大幅増加

８月の新設住宅着工戸数は、持家で前年比

１６．４％増の２４９戸、貸家で同１１．４％増の２３５戸、分

譲で同９８．４％増の１２１戸となり、全体では同２５．１％

増の６０９戸と前年を上回りました。改正建築基準

法の影響で大幅減となった昨年の反動増が大きな

要因となっています。

［公共工事］…………………大型工事の減少により前年を下回る

８月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年と同実績の３９７件、金額が前年比２７．３％

減の１５１億円と、請負金額で前年を下回りました。

発注者別の請負金額をみると、「市町」で同

１２．６％増となりましたが、「国」で同５７．７％減、「独

立行政法人等」で同７４．３％減、「県」で同２７．３％

減と大幅に前年を下回ったため、全発注者合計で

は前年を大きく下回りました。

［企業倒産］…………………負債総額で前年を下回る

９月の長崎県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数が前年比１５．４％増の１５件、負債総額

が同４．９％減の４７億５，４００万円と、負債総額で前年

を下回りました。

長崎県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

長崎県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

長崎県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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